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NO:38.5-1 形式: DN-15ST オンキョウ(Onkyo) オンキョウ(株)

（1972 年頃発売、CP-60M ﾌﾟﾚｰﾔｰの OC-27M ｶｰﾄﾘｯｼﾞデーターを記載）

① MM ② 10-25,000Hz ③ 5mV ④ 0.5mil ⑤実測 7.5g（シェル付き 25.4g）⑥ 2.0、⑦、⑧、

⑨、⑩、⑪、⑫、⑬、⑭、⑮、⑯ 1970 頃、⑰、⑱、⑲、⑳'73SG 他

販売者情報は Onkyo レコードプレーヤー Multiac 60P 装着の DN-15ST だそうです。ス

テレオガイドに情報記載がありませんので、当方の推測で参考データを記載しました。

このｶｰﾄﾘｯｼﾞの販売時期は重いｶｰﾄﾘｯｼﾞが主流であったのか、ｼｪﾙには鉛が装着されてい

ます。ｼｪﾙ付き重量 25.4g でした。（写真参照）この後 1973 年頃には軽量ｶｰﾄﾘｯｼﾞの旋風が

吹きました。カンチレバーはノイズ対策で接地される構造になっています。

コメント：2.0g で試聴したところ、暖かい明瞭感のある音です。低音にはﾂﾏﾘあり。
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NO:38.5.2 形式: DN- ? オンキョウ(Onkyo) オンキョウ(株)

（データ不明のため、Victor の 1016 ボデイ、スタイラス DT-33S のデーターを参考記載）

① MM ② 10-25,000Hz ③ 2.5mV ④ 0.5mil ⑤実測 6.4g（シェル付き 15.0g）⑥ 1.5-2.0g ⑦、⑧ 47-100k ⑨、

⑩、⑪ 25 ⑫、⑬ 25 ⑭ 2.4k ⑮、⑯ 1972 頃、⑰、⑱、⑲、⑳'73SG

外観形状は Victor の 1016 ボデイに似ている。上記写真の孔はプラスチックで蓋さがれていたり、アー

ス盤を設置し、カンチレバーの接地い利用しているものもあります。

ｽﾀｲﾗｽの裏面｢ GDG ｣マークとシェル裏面「GCE]マークが相違、スタイラスは交換されており、オリジ

ナル製品ではありません。スタイラスは写真のように針先が有りません。

形状が同じであるソニーの VM-8G カートリッジ、ND-108G スタイラスを使用して試聴しました。

Victor のスタイラスは挿入部の形状が異なっており、使用出来ませんでした。

2.0g で試聴したところ、柔らかいやさしい音です。低音は少なめです。
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NO:38.5.3 形式: OC - 27M オンキョウ(Onkyo) オンキョウ(株)

① VM ② 20-25,000Hz ③ 5mV ④ 0.5mil ⑤実測 6.1g ⑥ 2.0g ⑦ 1.2k、⑧ 50k ⑨ 15 ⑩、⑪ 25
⑫、⑬ 10、⑭ 5.5k ⑮、⑯ 1973.4 ⑰ yahoo、⑱、⑲、⑳'73SG

オンキョウのレコードプレーヤー CP-60A 装着品です。オーディオテクニカの VM-3 の

OEM です。写真に両方のスタイラス裏面を表示しています。ペンキマークの色が異なっ

ています。針先チップを比較してみると取り付け部も異なっています。音質が良かったの

で楕円かも知れません。VM-3 は 1969.6 に販売開始していますので、本製品の販売は遅い

と思います。性能の改善をされているかも知れません。

コメント：2.0g で試聴したところ、明るく、明瞭、透明感のある音です。低音も出てい

ます。
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NO:38.5.4 形式: OC - 54M オンキョウ(Onkyo) オンキョウ(株)

（オンキョウﾌﾟﾚｰﾔｰ装着品 OC-54M、販売者からの情報）

① MM ②、③ 3.5mv、④ 0.5mil ⑤ 4.7g（実測）⑥ 2.0 ⑦、⑧、 ⑨、⑩、⑪、⑫、⑬、⑭、

⑮、⑯ 1981.2、⑰、⑱、⑲、⑳ '81SG
オンキョウﾌﾟﾚｰﾔｰ CP-400A,800F のｼｪﾙ付き装着品と思われますが、ｼｪﾙは紛失していま

す。ｶﾝﾁﾚﾊﾞｰとﾎﾞﾃﾞｲとの装着構造が特異です。ﾎﾞﾃﾞｲには大きな装着ｶﾞｲﾄﾞ、ｶﾝﾁﾚﾊﾞｰ側に

は大変短い 2mm 長の挿入部です（写真参照）。このような構造のｶｰﾄﾘｯｼﾞとして「アカイ」

ブランドの AT-8745 ｶｰﾄﾘｯｼﾞもあります。（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ情報）

コメント：2.0g で試聴したところ透明感のある、美しい澄んだ音が出ています。低音に

はツマリがありますが、音は充分出ています。


